
注．特定規模需要は、特別高圧電力および高圧電力の合計。

注．(  )内は前年比

注．(  )内は構成比

17 211.7

○　家庭用などの「電灯」は、５月中・下旬の気温が前年に
　比べ高めに推移し、空調需要が増加したことなどから、
　前年比 104.5％となった。

○　事務所ビル・大型商店などの「業務用電力」は、
　自家発の廃止などから、前年比 102.6%となった。

○　産業用の「大口電力」は、化学、鉄鋼が前年を下回った
　ものの、紙・パルプなどが前年を上回ったことから、
　前年比 102.1％となった。
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　平成19年６月の販売電力量は、22億4千3百万ｷﾛﾜｯﾄ時、

前年比 102.4％となった。
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 （参考３）各県別の需要状況
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平成 19年 6月分電力需給状況
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・　原子力は、前年の定期検査等の反動により、

　前年比 251.4％となった。

　

・　水力は、渇水により、前年比 48.7％となった。

　

・　火力は、前年の原子力停止による発電増加の反動

　により、前年比 79.5％となった。

 

107.6

合 計 709    102.1 104.4 105.3

電力量

そ の 他 204    103.3

電力量
19/6月

76    

前年比

136    

145    

98.9

101.3
102.4

100.3

90

95

100

105

110

115

17/6 8 10 12 2 4 18/6 8 10 12 2 4 19/6

（参考１）販売電力量の前年比の推移
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